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査
読
論
文安

然
引
用
の
『
即
身
成
仏
義
』・『
四
種
曼
荼
羅
義
』
に
つ
い
て

別

所

弘

淳

一
、
は
じ
め
に

　

五
大
院
安
然
（
八
四
一
～
八
八
九
～
、
一
説
九
一
五
没
）
の
撰
述
し
た
『
諸
阿
闍
梨
真
言
密
教
部
類
総
禄
』、
所
謂
『
八
家
秘
録
』

巻
上
に
は
、「
真
言
宗
即
身
成
仏
義
四
種
曼
荼
羅
義
文
字
実
相
義
一
巻（
１
）」
と
い
う
記
述
が
み
ら
れ
、
こ
の
『
即
身
成
仏
義
』・『
四
種

曼
荼
羅
義
』・『
文
字
実
相
義
』
は
、
安
然
の
『
真
言
宗
教
時
義
』（
以
下
、『
教
時
問
答
』）
や
『
胎
蔵
金
剛
菩
提
心
義
略
問
答
抄
』（
以

下
、『
菩
提
心
義
抄
』）
等
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
『
文
字
実
相
義
』
に
つ
い
て
は
、
安
然
の
引
用
文
か
ら
『
声
字
実
相

義
』
で
あ
る
こ
と
が
既
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
で
安
然
所
引
の
『
即
身
成
仏
義
』
に
関
し
て
は
、
空
海
（
七
七
四
～
八
三
五
）
撰
述
の
『
即
身
成
仏
義
』
だ
け
で
な
く
、
そ
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の
『
即
身
成
仏
義
』
に
は
み
ら
れ
な
い
内
容
を
含
む
も
の
が
散
見
さ
れ
る
。
ま
た
『
四
種
曼
荼
羅
義
』
に
関
し
て
は
、
空
海
の
撰
述

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
時
代
も
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
偽
撰
説
が
主
流
と
な
り
、
空
海
直
後
に
成
立
し
た
と
い
う
説
や
、
空
海

の
口
説
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
と
い
っ
た
様
々
な
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る（
２
）。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
三
著
を
安
然
が
重
要
視
し
て
い
る
こ
と
は
、『
教
時
問
答
』
や
『
菩
提
心
義
抄
』
を
み
れ
ば
明
ら
か
な
こ

と
で
あ
り
、『
十
住
心
論
』
や
『
秘
蔵
宝
鑰
』
な
ど
と
共
に
、
安
然
教
学
が
形
成
さ
れ
る
上
で
必
要
不
可
欠
な
著
作
で
あ
っ
た
と
い

っ
て
過
言
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
安
然
が
『
十
住
心
論
』・『
秘
蔵
宝
鑰
』
を
引
用
す
る
際
は
、
例
え
ば
『
教
時
問
答
』
巻
二
に

「
高
野
海
和
上
、
宝
鑰
及
十
住
心
論
明
二
十
種
心（
３
）一
。」
と
あ
る
が
如
く
、
空
海
の
撰
述
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、『
即
身
成
仏
義
』・『
四
種
曼
荼
羅
義
』・『
声
字
実
相
義
（
文
字
実
相
義
）』
を
引
用
す
る
際
に
は
撰
者
名
を
明
記
し
な
い
の
で

あ
る
。
ま
た
、
特
に
『
即
身
成
仏
義
』
に
は
、
空
海
撰
『
御
請
来
目
録
』
に
は
み
ら
れ
な
い
『
金
剛
頂
一
字
頂
輪
王
瑜
伽
一
切
時
処

念
誦
成
仏
儀
軌
』
の
文
が
引
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
即
身
成
仏
義
』
の
空
海
撰
述
を
疑
問
視
し
た
研
究
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で

あ
る（
４
）。

　

こ
の
よ
う
に
安
然
の
引
く
空
海
撰
と
さ
れ
て
き
た
著
作
に
は
、
現
在
に
お
い
て
も
議
論
の
絶
え
な
い
種
々
の
問
題
が
あ
る
の
で
あ

る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
安
然
の
引
く
『
即
身
成
仏
義
』・『
四
種
曼
荼
羅
義
』
に
焦
点
を
絞
っ
て
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
少
し

く
考
察
し
て
み
た
い
。

二
、『
即
身
成
仏
義
』・『
四
種
曼
荼
羅
義
』
の
種
類

　

ま
ず
現
存
す
る
『
即
身
成
仏
義
』
を
挙
げ
て
み
る
に
、『
弘
法
大
師
全
集
』
第
一
輯
に
収
録
さ
れ
て
い
る
『
即
身
成
仏
義
』
の
他
に
、

第
四
輯
に
収
録
さ
れ
る
六
本
の
異
本
と
称
さ
れ
る
『
即
身
成
仏
義
』
の
計
七
本
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
を
示
せ
ば
以
下
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の
如
く
で
あ
る
。

①
『
即
身
成
仏
義
』（
以
下
、
正
本
『
即
身
義（
５
）』）

②
『
真
言
宗
即
身
成
仏
義
』（
以
下
、
異
本
『
即
身
義
』
一（
６
））

③
『
即
身
成
仏
義
』（
以
下
、
異
本
『
即
身
義
』
二（
７
））

④
『
真
言
宗
即
身
成
仏
義
』（
以
下
、
異
本
『
即
身
義
』
三（
８
））

⑤
『
即
身
成
仏
義
』（
以
下
、
異
本
『
即
身
義
』
四（
９
））

⑥
『
異
本
即
身
成
仏
義
』（
以
下
、
異
本
『
即
身
義
』
五（
（（
（

）

⑦
『
真
言
宗
即
身
成
仏
義
』（
以
下
、
異
本
『
即
身
義
』
六（
（（
（

）

　

こ
の
う
ち
、
異
本
『
即
身
義
』
三
～
異
本
『
即
身
義
』
六
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
同
じ
内
容
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
既
に
確
認
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、『
日
本
大
蔵
経
』
第
八
三
巻
所
収
の
安
然
撰
と
さ
れ
る
『
異
本
即
身
成
仏
義（
（（
（

』
が
存
在
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
『
弘

法
大
師
全
集
』
第
四
輯
所
収
の
異
本
『
即
身
義
』
五
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

次
に
『
四
種
曼
荼
羅
義
』
は
、『
弘
法
大
師
全
集
』
第
四
輯
に
二
本
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
れ
を
示
せ
ば
以

下
の
如
く
で
あ
る
。

①
『
四
種
曼
荼
羅
義
』（
以
下
、『
四
曼
義（
（（
（

』）

②
『
四
種
曼
荼
羅
義
口
決
』（
以
下
、『
四
曼
義
口
決（
（（
（

』）

　

尚
、『
四
曼
義
』
と
『
四
曼
義
口
決
』
は
大
同
小
異
の
内
容
で
あ
り
、『
四
曼
義
口
決
』
は
雑
多
な
『
四
曼
義
』
を
項
目
分
け
し
て

整
理
し
た
も
の
と
い
え
る
。
ま
た
、
安
然
が
『
四
種
曼
荼
羅
義
』
と
し
て
引
用
す
る
文
の
内
容
は
、『
四
曼
義
』・『
四
曼
義
口
決
』
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の
ど
ち
ら
に
も
み
ら
れ
る
が
、『
四
曼
義
口
決
』
の
項
目
順
に
引
か
れ
て
い
る
こ
と
を
鑑
み
る
に
、
安
然
は
『
四
曼
義
口
決（
（（
（

』、
或
い

は
後
述
す
る
目
録
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、『
四
曼
義
口
決
』
に
類
す
る
著
作
を
見
て
い
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
し
て
、
院
政
期
に
制
作
さ
れ
た
空
海
撰
述
の
目
録
を
み
る
に
、
済
暹
（
一
〇
二
五
～
一
一
一
五
）
は
五
本
の
『
即
身
成
仏
義
』

と
四
本
の
『
四
種
曼
荼
羅
義
』
を
、
ま
た
覚
鑁
（
一
〇
九
五
～
一
一
四
三
）
は
七
本
の
『
即
身
成
仏
義
』
と
五
本
の
『
四
種
曼
荼
羅

義
』
を
挙
げ
て
い
る
。

①
済
暹
『
弘
法
大
師
御
作
書
目
録（
（（
（

』

即
身
成
仏
義
五
本
各
別　
　
　
　
　

四
種
曼
荼
羅
義
四
本
各
別

②
覚
鑁
『
大
遍
照
金
剛
御
作
書
目
録（
（（
（

』

四
種
曼
荼
羅
義
五
本
之
内

四
種
曼
荼
羅
義
三
本
各
一
巻	

四
種
曼
荼
羅
義
問
答
一
巻	

四
種
曼
荼
羅
義
口
決
一
巻

即
身
成
仏
義
七
本
之
内

即
身
成
仏
義
三
本
各
一
巻	

即
身
成
仏
義
二
巻
上
下	

真
言
宗
即
身
成
仏
義
一
巻

真
言
宗
即
身
成
仏
義
問
答
一
巻	

即
身
成
仏
義
章
一
巻

『
弘
法
大
師
全
集
』
所
収
の
『
即
身
成
仏
義
』
は
前
述
し
た
如
く
七
本
で
あ
る
が
、
覚
鑁
の
示
す
『
即
身
成
仏
義
』
七
本
と
比
較
す

る
に
、
表
題
の
異
な
る
も
の
や
巻
数
の
異
な
る
も
の
が
あ
り
、
現
存
し
な
い
『
即
身
成
仏
義
』
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
ま
た
同
様
に
、『
四
種
曼
荼
羅
義
』
に
つ
い
て
も
、『
弘
法
大
師
全
集
』
に
収
録
さ
れ
る
二
本
の
『
四
種
曼
荼
羅
義
』
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以
外
の
『
四
種
曼
荼
羅
義
』
が
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
ま
た
更
に
付
け
加
え
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
院
政
期
の
目
録
が
制
作
さ

れ
た
頃
に
は
、
現
在
で
は
偽
撰
と
も
見
做
さ
れ
て
い
る
異
本
『
即
身
義
』
や
『
四
種
曼
荼
羅
義
』
が
、
既
に
空
海
の
著
作
で
あ
る
と

認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

三
、
安
然
引
用
の
『
即
身
成
仏
義
』・『
四
種
曼
荼
羅
義
』

（
一
）『
即
身
成
仏
義
』

　

で
は
、
安
然
の
引
用
す
る
『
即
身
成
仏
義
』
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
ま
ず
安
然
が
引
く
正
本
『
即
身
義
』
は
、『
教
時

問
答
』
と
『
菩
提
心
義
抄
』
と
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
『
教
時
問
答
』
巻
四
を
み
る
に
、

問
、
四
種
曼
荼
羅
身
委
細
云
何
。　

答
、
略
明
二
大
綱
一
。
恐
レ
繁
不
レ
広
。
如
二
即
身
成
仏
義
云
一
、
大
日
経
説
、
一
切
如
来
有
二

三
種
秘
密
身
一
。
謂
字
・
印
・
形
像
。
字
者
法
曼
荼
羅
。
印
謂
種
種
標
幟
、
即
三
昧
耶
曼
荼
羅
。
形
者
相
好
具
足
身
、
即
大
曼

荼
羅
。
此
三
種
身
各
具
二
威
儀
事
業
一
。
是
名
二
羯
磨
曼
荼
羅
一
。
是
名
二
四
種
曼
荼
羅
一
。
若
依
二
金
剛
頂
説
一
、
四
種
曼
荼
羅
者
、

一
大
曼
荼
羅
。
謂
一
一
仏
菩
薩
相
好
身
。
又
綵
二
画
其
形
像
一
名
二
大
曼
荼
羅
一
。
又
以
二
五
相
一
成
二
本
尊
瑜
伽
一
。
又
名
二
大
智

印
一
。
二
三
昧
耶
曼
荼
羅
。
即
所
レ
持
標
幟
刀
剣
・
輪
宝
・
金
剛
・
蓮
華
等
類
是
也
。
若
画
二
其
像
一
亦
是
也
。
又
以
レ
手
和
合
金

剛
嚩
発
生
成
レ
印
亦
名
二
三
昧
耶
智
印
一
。
三
法
曼
荼
羅
。
本
尊
種
子
真
言
。
若
其
種
子
字
各
書
二
本
位
一
是
。
又
法
身
三
摩
地
及

一
切
契
経
文
義
等
皆
是
。
亦
名
二
法
智
印
一
。
四
羯
磨
曼
荼
羅
。
即
諸
仏
菩
薩
等
種
種
威
儀
事
業
等
。
若
捏
等
亦
是
。
亦
名
二
羯

磨
智
印（
（（
（

一
。

と
し
て
、『
即
身
成
仏
義
』
を
四
種
曼
荼
羅
の
説
明
の
た
め
に
引
用
し
て
い
る
。
こ
れ
は
正
本
『
即
身
義
』
の
本
文（
（（
（

と
は
僅
か
な
違

い
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
正
本
『
即
身
義
』
か
ら
引
か
れ
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
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ま
た
『
菩
提
心
義
抄
』
巻
一
に
お
い
て
も
、

問
、
若
菩
提
与
二
冒
地
一
同
也
。
菩
提
正
云
レ
覚
者
、
何
故
即
身
成
仏
義
云
二
榊
嚥
沒
駄
師
瑚
冐
地
一
字
之
転
。
沒
駄
名
レ
覚
冐
地

曰
一
レ
知
耶
。　

答
、
榊
嚥
沒
駄
正
云
レ
覚
者
、
是
能
覚
者
。
師
瑚
冐
地
正
云
レ
覚
也
。
是
所
覚
法
故
。
大
仏
頂
等
帰
命
諸
仏
中
云

二
似
大
叔
師
嚥
左
三
藐
三
冐
駄
野
一
者
、
此
云
二
正
等
覚
者
一
也
。
若
説
二
菩
提
一
文
云
二
似
大
叔
師
瑚
三
藐
三
冐
地
一
者
、
此
云
二

正
等
正
覚
一
也
。　

問
、
若
尓
、
何
故
彼
成
仏
義
云
下
似
大
叔
師
瑚
三
藐
三
冐
地
古
翻
二
遍
知
一
新
訳
二
等
覚
一
。
覚
与
レ
知
義
相
渉

故
上
耶
。　

答
、
諸
文
分
明
。
故
知
、
彼
成
仏
義
誤
矣（
（（
（

。

と
あ
る
よ
う
に
、「
沒
駄
」
や
「
冐
地
」
と
い
っ
た
語
の
訳
語
説
明
の
た
め
に
正
本
『
即
身
義（
（（
（

』
を
引
い
て
い
る（
（（
（

。

　

し
か
し
な
が
ら
『
菩
提
心
義
抄
』
巻
一
に
は
、「
即
身
成
仏
義
明
二
地
獄
等
十
法
界（
（（
（

一
。」
と
あ
り
、
更
に
同
巻
二
に
も
、「
即
身
成

仏
義
釈
二
十
界
一
中
具
列
二
地
獄
等
十（
（（
（

一
。」
と
の
記
述
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
十
界
に
つ
い
て
は
、
正
本
『
即
身
義
』
に
は
み

ら
れ
な
い
主
張
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
文
を
『
即
身
成
仏
義
』
が
根
拠
と
す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
十
界
に
つ
い
て
は
、『
声
字
実
相
義
』
に
、

次
十
界
具
二
言
語
一
者
、
謂
十
界
者
、
一
一
切
仏
界
、
二
一
切
菩
薩
界
、
三
一
切
縁
覚
界
、
四
一
切
声
聞
界
、
五
一
切
天
界
、

六
一
切
人
界
、
七
一
切
阿
修
羅
界
、
八
一
切
傍
生
界
、
九
一
切
餓
鬼
界
、
十
一
切
捺
落
迦
界（
（（
（

。

と
説
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
安
然
が
『
声
字
実
相
義
（
文
字
実
相
義
）』
を
誤
っ
て
『
即
身
成
仏
義
』
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と

い
う
先
行
研
究
が
存
在
す
る（
（（
（

。
し
か
し
『
教
時
問
答
』
巻
四
で
は
、
上
記
の
『
声
字
実
相
義
』
の
記
述
を
、『
文
字
実
相
義
』
か
ら

の
引
用
と
し
て
扱
っ
て
い
る
の
で
あ
る（
（（
（

。
つ
ま
り
、
安
然
の
い
う
『
即
身
成
仏
義
』
を
、
単
に
『
声
字
実
相
義
』
の
誤
り
だ
と
見
做

す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
異
本
『
即
身
義
』
二
を
み
る
に
、



安然引用の『即身成仏義』・『四種曼荼羅義』について

― 155 ―

問
、
十
種
法
界
加
持
亦
有
レ
種
。　

答
、
且
於
二
摩
訶
曼
荼
羅
一
有
二
十
種
加
持
一
。
問
、
何
。　

答
、
一
仏
法
界
、
二
菩
薩
、
三
縁

覚
、
四
声
聞
、
五
天
、
六
人
、
七
阿
修
羅
、
八
傍
生
、
九
餓
鬼
、
十
地
獄
也（
（（
（

。

と
い
う
よ
う
に
、
十
界
に
つ
い
て
の
記
述
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
は
安
然
の
記
述
通
り
、『
即
身
成
仏
義
』、
正
確

に
は
異
本
『
即
身
義
』
二
か
ら
の
引
用
で
あ
る
と
言
っ
た
方
が
適
切
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
安
然
が
異
本
『
即

身
義
』
二
を
引
く
故
、『
菩
提
心
義
抄
』
の
撰
述
以
前
に
異
本
『
即
身
義
』
二
は
既
に
成
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（
二
）『
四
種
曼
荼
羅
義
』

　

次
に
、
安
然
の
引
く
『
四
種
曼
荼
羅
義
』
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。『
四
種
曼
荼
羅
義
』
に
つ
い
て
は
、『
教
時
問
答
』
に

引
か
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

安
然
は
『
教
時
問
答
』
巻
三
に
お
い
て
、「
四
身
互
具
二
四
身（
（（
（

一
」
と
い
う
自
身
の
仏
身
観
を
主
張
し
、
更
に
そ
れ
を
発
展
さ
せ
、「
此

四
身
一
一
各
有
二
大
・
三
・
法
・
羯
四
種
曼
荼
羅
身
一
。
且
自
性
身
是
為
二
一
切
心
色
之
体
一
故
、
具
二
四
曼（
（（
（

一
。」
と
「
四
身
互
具
四
曼
」

と
も
い
え
る
べ
き
主
張
を
展
開
す
る
。
そ
の
上
で
、
以
下
の
問
答
を
設
け
る
の
で
あ
る
。

問
、
若
四
身
各
具
二
四
曼
一
者
、
違
二
四
種
曼
荼
羅
義
文
一
。
如
二
彼
文
云
一
、
四
種
曼
荼
羅
配
二
四
種
身
一
有
二
三
意
一
。
初
意
、
法
・

大
・
羯
・
三
如
レ
次
自
性
・
受
用
・
変
化
・
等
流
。
何
者
、
自
性
身
即
法
身
故
、
法
曼
荼
羅
為
二
自
性
身
一
。
大
曼
荼
羅
有
二
自
受
・

他
受
二
義
一
故
、
名
二
受
用
身
一
。
羯
磨
曼
荼
羅
是
業
用
故
、
曰
二
変
化
身
一
。
三
摩
耶
曼
荼
羅
平
等
流
類
義
故
、
名
二
等
流
身
一
。

次
意
、
大
・
三
・
羯
・
法
如
レ
次
四
身
。
何
者
、
大
曼
荼
羅
亦
名
二
法
身
一
、
此
之
法
身
即
自
性
身
。
三
昧
耶
曼
荼
羅
是
大
曼
荼

羅
身
之
所
二
受
用
一
故
。
事
業
威
儀
曼
荼
羅
是
業
用
即
変
化
故
。
法
曼
荼
羅
是
有
二
平
等
流
出
義
一
故
。
後
意
、
三
・
法
・
大
・

羯
如
レ
次
四
身
。
何
者
、
三
昧
耶
曼
荼
羅
是
法
界
体
性
故
。
法
曼
荼
羅
是
大
曼
荼
羅
身
之
所
二
受
用
一
故
。
大
曼
荼
羅
是
五
大
色
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所
レ
変
故
。
羯
磨
曼
荼
羅
是
業
用
即
等
流
故
。
答
、
彼
文
且
約
二
差
別
義
一
説
。
今
約
二
無
差
別
義
一
説（
（（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
『
四
曼
義
口
決（
（（
（

』
を
用
い
て
、
四
種
曼
荼
羅
を
四
種
法
身
に
配
当
す
る
こ
と
に
三
種
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、

①
「
自
性
身
に
法
曼
荼
羅
、
受
用
身
に
大
曼
荼
羅
、
変
化
身
に
羯
磨
曼
荼
羅
、
等
流
身
に
三
昧
耶
曼
荼
羅
」

②
「
自
性
身
に
大
曼
荼
羅
、
受
用
身
に
三
昧
耶
曼
荼
羅
、
変
化
身
に
羯
磨
曼
荼
羅
、
等
流
身
に
法
曼
荼
羅
」

③
「
自
性
身
に
三
昧
耶
曼
荼
羅
、
受
用
身
に
法
曼
荼
羅
、
変
化
身
に
大
曼
荼
羅
、
等
流
身
に
羯
磨
曼
荼
羅
」

と
い
う
『
四
曼
義
口
決
』
の
思
想
を
提
示
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、『
四
曼
義
口
決
』
の
思
想
を
差
別
的
な
立
場
、
自
身
の
説

を
平
等
（
無
差
別
）
の
立
場
と
捉
え
る
の
で
あ
る
。

　

更
に
同
巻
四
に
は
、

四
種
曼
荼
羅
義
云
、
釈
レ
名
、
問
、
梵
漢
如
何
。　

答
、
摩
訶
翻
レ
大
。
三
昧
耶
翻
二
平
等
一
。
羯
磨
翻
二
事
業
威
儀
一
。
達
摩
翻
レ
法
。

…
…
（
中
略
）
…
…
四
種
曼
荼
羅
摂
二
一
切
法
一
。
世
出
世
間
内
外
一
切
教
、
一
切
法
摂
二
法
曼
荼
羅
一
。
世
出
世
間
一
切
有
情

摂
二
大
曼
荼
羅
一
。
世
出
世
間
一
切
器
界
摂
二
平
等
一
也
。
世
出
世
間
一
切
事
業
摂
二
事
業
一
云
云
（
（（
（

。

と
し
て
四
種
曼
荼
羅
に
つ
い
て
論
を
展
開
す
る
の
で
あ
る
が
、
実
に
は
、
こ
れ
は
す
べ
て
『
四
曼
義
口
決
』
の
取
意
な
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、『
四
曼
義
口
決
』
の
「
釈
名
出
体（
（（
（

」・「
形
像
真
実
相
対
門（
（（
（

」・「
三
宝
相
摂
門（
（（
（

」・「
四
種
曼
荼
羅
相
摂
於
四
種
法
身
門（
（（
（

」・

「
迷
悟
差
別
門（
（（
（

」・「
万
法
摂
尽
門（
（（
（

」
と
い
う
項
目
に
説
か
れ
る
思
想
を
、
そ
の
ま
ま
安
然
が
継
承
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
事
か
ら
、
安
然
が
四
種
曼
荼
羅
の
思
想
を
構
築
す
る
上
で
、『
四
種
曼
荼
羅
義
』
を
相
当
に
高
く
評
価
し
て
い
る
こ
と
が

理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
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（
三
）『
即
身
成
仏
義
』
と
し
な
が
ら
『
四
種
曼
荼
羅
義
』
を
引
く
文
章

　

し
か
し
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
安
然
が
「
即
身
成
仏
義
に
云
く
」
と
し
な
が
ら
も
、
実
際
に
は
『
四
種
曼
荼
羅
義
』
か
ら
の

引
用
で
あ
る
こ
と
が
散
見
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
『
菩
提
心
義
抄
』
巻
二
に
は
、

問
、
何
名
二
大
・
三
・
法
・
羯
四
種
曼
荼
羅
一
耶
。
答
、
此
有
二
二
文
一
。
…
…
（
中
略
）
…
…
若
即
身
成
仏
義
約
二
仏
内
証
及
行

者
行
法
一
云
、
大
日
経
説
、
一
切
如
来
有
二
三
種
秘
密
身
一
。
…
…
（
中
略
）
…
…
亦
名
二
羯
磨
智
印
一
。　

問
、
大
・
三
・
法
・

羯
曼
荼
羅
釈
レ
名
云
何
。　

答
、
如
二
彼
義
云
一
、
梵
云
二
摩
訶
一
此
云
レ
大
。
即
是
五
大
。
五
大
色
遍
二
一
切
処
一
故
云
レ
大
也
。
梵

云
二
三
昧
耶
一
此
云
二
平
等
一
。
即
是
五
大
遍
二
有
情
非
情
一
而
平
等
成
故
云
二
平
等
一
。
梵
云
二
達
摩
一
此
云
レ
法
。
即
是
諸
尊
種
子
字
。

有
二
軌
則
軌
持
義
一
故
云
レ
法
也
。
梵
云
二
羯
磨
一
此
云
二
事
業
威
儀
一
。
即
是
隨
二
事
業
一
威
儀
各
別
故
云
二
事
業
威
儀
一
文　

梵
云
二

曼
荼
羅
一
古
云
レ
壇
。
壇
者
坦
也
。
坦
然
而
平
也
。
是
義
偏
、
不
二
具
足
一
。
新
云
二
輪
円
具
足
一
。
古
坦
然
之
義
、
在
二
此
義
中
一
。

新
亦
云
二
無
比
味
無
過
上
味
一
。
梵
云
二
枳
攘
母
捺
羅
一
此
云
二
智
印
一
。
智
者
、
簡
択
決
了
義
。
印
者
、
決
定
不
改
義
。
…
…
（
中

略
）
…
…　

問
、
菩
提
心
論
云
、
從
レ
凡
入
二
仏
位
一
者
即
此
三
摩
地
者
、
能
達
二
諸
仏
自
性
一
、
悟
二
諸
仏
法
身
一
、
証
二
法
界
体

性
一
、
成
二
大
毘
盧
遮
那
仏
自
性
身
・
受
用
身
・
変
化
身
・
等
流
身
一
文
。
以
二
此
四
身
一
相
二
配
四
種
曼
荼
羅
一
云
何
。　

答
、
彼

義
云
、
此
有
二
三
意
一
。
一
、
法
・
大
・
羯
・
三
如
レ
次
四
身
。
二
、
大
・
三
・
法
・
羯
如
レ
次
四
身
。
三
、
三
・
法
・
大
・
羯

如
レ
次
四
身
文
。
…
…
（
中
略
）
…
…　

問
、
以
二
三
種
世
間
一
摂
二
此
四
曼
一
云
何
。　

答
、
彼
義
云
、
世
間
出
世
間
内
外
教
法
摂

二
法
曼
荼
羅
一
。
世
間
出
世
一
切
人
摂
二
大
曼
荼
羅
一
。
世
間
出
世
所
依
器
界
摂
二
三
昧
耶
曼
荼
羅
一
。
世
間
出
世
一
切
事
業
摂
二

羯
磨
曼
荼
羅
一
文
（
（（
（

。

と
の
記
述
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
内
、
冒
頭
の
問
答
に
関
し
て
は
、
正
本
『
即
身
義
』
の
引
用
で
あ
る
が
、
そ
の
後
に
引
か

れ
る
「
彼
義
」（
棒
線
以
下
）
の
内
容
は
、
正
本
・
異
本
『
即
身
義
』
諸
本
の
全
て
に
見
る
こ
と
が
で
き
ず
、
実
際
に
は
『
四
曼
義
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口
決
』
の
内
容
な
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、『
菩
提
心
義
抄
』
に
お
い
て
、『
四
種
曼
荼
羅
義
』
を
引
用
す
る
の
が
唯
一
こ
こ
の
み
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
初
め
て
引
用
す
る
書
物
を
「
彼
義
」
と
表
現
す
る
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
「
彼
義
」
は
直
前
の
引
用
、
す
な
わ
ち

正
本
『
即
身
義
』
を
指
す
べ
き
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
安
然
が
『
即
身
成
仏
義
』
と
『
四
種
曼
荼
羅
義
』
と
を
誤
っ
て
表
記

し
た
か
、
或
い
は
『
四
種
曼
荼
羅
義
』
の
内
容
を
含
む
『
即
身
成
仏
義
』
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
四
）
正
本
・
異
本
『
即
身
義
』
に
み
ら
れ
な
い
『
即
身
成
仏
義
』

　

ま
た
安
然
は
、
現
存
す
る
正
本
・
異
本
『
即
身
義
』
に
は
見
ら
れ
な
い
思
想
の
含
ま
れ
た
『
即
身
成
仏
義
』
を
も
引
い
て
い
る
。

『
金
剛
界
大
法
対
受
記
』
巻
八
に
は
、

大
日
経
云
、
我
覚
二
本
不
生
一
出
二
過
語
言
道
一
。
即
身
成
仏
義
云
、
六
大
常
住
曼
荼
羅
。
我
覚
是
識
大
也
。
出
過
語
言
等
句
是

五
大
也
。
謂
以
二
識
大
一
覚
二
五
大
一
故
云
云
（
（（
（

。

と
あ
る
。
こ
れ
は
、
正
本
『
即
身
義
』
に
引
用
さ
れ
る
『
大
日
経
』
の
文
を
、
六
大
に
配
当
す
る
も
の
で
あ
り
、
一
見
す
れ
ば
正
本

『
即
身
義
』
の
取
意
と
見
做
す
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
が
、「
六
大
常
住
曼
荼
羅
」、
や
「
以
二
識
大
一
覚
二
五
大
一
」
と
い
う
思
想
は
、

正
本
・
異
本
『
即
身
義
』
に
は
説
か
れ
ず
、
ま
た
『
四
種
曼
荼
羅
義
』
に
も
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
『
教
時
問
答
』
巻
一
に

お
い
て
も
、

問
、
大
・
三
・
法
・
羯
其
相
云
何
。　

答
、
如
三
即
身
成
仏
義
説
二
地
・
水
・
火
・
風
・
空
・
識
六
大
常
住
曼
荼
羅
法
界
一
。
乃

六
大
若
種
、
若
色
、
皆
是
大
法
身
。
一
切
有
情
非
情
形
色
、
是
三
摩
耶
法
身
。
一
切
名
句
文
身
義
理
法
門
、
是
法
法
身
。
一
切

三
密
六
根
、
十
界
身
分
、
陰
入
界
等
、
是
羯
磨
法
身
。
真
如
体
性
具
二
四
法
身
一
、
是
法
性
身
。
諸
仏
同
体
以
二
四
法
身
一
互
受
二
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法
楽
一
、
是
自
受
用
。
諸
仏
本
願
為
二
諸
具
惑
菩
薩
一
示
二
現
此
四
法
身
一
、
是
他
受
用
。
諸
仏
大
悲
為
二
諸
凡
地
一
処
処
示
二
現
此

四
法
身
一
、
是
変
化
身
。
変
化
身
中
応
二
諸
雑
類
一
、
是
等
流
身（
（（
（

。

と
あ
り
、「
六
大
常
住
曼
荼
羅
」
や
、
四
種
曼
荼
羅
を
四
種
法
身
に
配
当
す
る
解
釈
が
説
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
大
・
三
・
法
・

羯
の
四
種
曼
荼
羅
と
自
性
・
受
用
・
変
化
・
等
流
の
四
種
法
身
と
の
配
当
は
、『
四
種
曼
荼
羅
義
』
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
の
、

こ
こ
で
は
更
に
、
四
種
曼
荼
羅
を
「
大
法
身
」・「
三
昧
耶
法
身
」・「
法
法
身
」・「
羯
磨
法
身
」
の
四
種
法
身
と
し
て
い
る
。
こ
の
四

種
法
身
を
自
性
（
法
性
身
）・
受
用
・
変
化
・
等
流
の
四
種
法
身
に
配
当
す
る
思
想
は
、『
四
種
曼
荼
羅
義
』
に
も
見
ら
れ
な
い
の
で

あ
る
。
更
に
『
菩
提
心
義
抄
』
巻
一
で
は
、

問
、
抑
言
二
即
身
成
仏
一
者
、
為
下
即
於
二
一
生
一
成
仏
上
。
為
二
凡
夫
即
身
成
仏
一
。　

答
、
両
義
倶
得
。
即
於
二
一
生
一
成
仏
如
レ
前
。

又
凡
夫
即
身
成
仏
者
、
如
二
即
身
成
仏
義
云
一
、
六
大
無
礙
常
瑜
伽
体
。
四
種
曼
荼
各
不
レ
離
相
。
三
密
加
持
速
疾
現
用
。
重
重
帝

網
名
二
即
身
一
無
礙
。

法
仏
歟

。
法
然
具
二
足
薩
般
若
一
法
仏
成
仏

。
心
数
心
王
過
二
刹
塵
一
無
数
。
各
具
二
五
智
無
際
智
一
輪
円
。
円
鏡
力
故
実
覚
智
所
由
。
此

四
句
明
二
成

仏
二
字
一

。

と
し
て
二
頌
八
句
を
引
用
し
た
う
え
で
、

問
、
頌
意
云
何
。　

答
、
若
覚
二
凡
夫
身
中
六
大
地
水
火

風
空
識

即
是
法
界
体
性
一
、
即
以
三
凡
夫
六
大
直
成
二
諸
仏
六
大
一
故
、
名
二
即
身
成

仏
一
。
彼
義
釈
云
、
初
六
大
者
、
大
日
経
云
、
我
覚
二
奄
字
義

即
識
大

本
不
生
一
阿
字
義

即
地
大

出
二
過
語
言
道
一
囀
字
義

即
水
大

。
諸
過
得
二
解
脱
一
羅
字
義

即
火
大

遠
二
離
於
因

果
一
吽
字
義

即
風
大

。
知
三
空
等
二
虚
空
一
欠
字
義

即
空
大

。
如
レ
是
六
大
無
礙
相
入
常
住
不
変
故
、
云
二
無
礙
常
瑜
伽
一
。
瑜
伽
此
云
二
相
応
一
。
相
応
者

渉
入
義
也
。
是
挙
二
法
体
一
。
次
四
種
曼
荼
各
不
離
者
、
大
・
三
・
法
・
羯
四
曼
荼
羅
不
離
一
体
。
是
挙
二
法
相
一
。
次
三
密
加

持
速
疾
現
者
、
修
二
三
密
行
一
加
持
速
現
二
大
日
一
。
是
挙
二
法
用
一
。
次
重
重
帝
網
名
即
身
者
、
諸
尊
三
密
与
二
我
三
密
一
円
融
無
礙
、

猶
如
三
帝
網
名
二
即
身
一
也
。
是
挙
二
無
礙
一
。
次
言
二
心
数
心
王
過
刹
塵
一
者
、
心
王
者
体
性
智
。
心
数
者
多
一
識
智
。
是
挙
二
無
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数
一
。
次
各
具
五
智
無
際
智
者
、
心
王
（
心
）
数
各
具
二
五
智
一
無
レ
有
二
際
限
一
。
是
挙
二
輪
円
一
。
次
円
鏡
力
故
実
覚
智
者
、
心

鏡
寂
照
不
倒
不
謬
。
是
挙
二
所
由
一
。
此
後
四
句
共
明
二
成
仏（
（（
（

一
。

と
、
二
頌
八
句
に
対
す
る
説
明
を
、「
彼
義
釈
」（
棒
線
以
下
）
な
る
著
作
を
用
い
て
お
こ
な
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
ま
ず
問
題
と
な
る
の
は
、
ど
こ
ま
で
が
「
彼
義
釈
」
の
引
用
な
の
か
が
不
明
瞭
な
点
で
あ
る
。
こ
の
「
彼
義
釈
」
の
引
用

文
が
『
大
日
経
』
の
み
の
引
用
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
以
降
は
安
然
の
解
釈
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
れ
な
ら
ば
わ
ざ

わ
ざ
「
彼
義
釈
云
」
と
す
る
必
要
は
な
い
。
つ
ま
り
、『
大
日
経
』
の
引
用
以
降
も
「
彼
義
釈
」
の
文
で
あ
る
と
捉
え
る
べ
き
な
の

で
あ
る
。
こ
の
「
彼
義
釈
」
の
直
前
に
は
、『
即
身
成
仏
義
』
が
引
か
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
内
容
か
ら
も
、「
彼
義
釈
」
は
『
即

身
成
仏
義
』
を
指
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
説
か
れ
る
体
・
相
・
用
の
三
大
を
法
体
・
法
相
・
法
用
と
す
る

解
釈
は
、
正
本
・
異
本
『
即
身
義
』
に
は
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
現
存
し
て
い
な
い
『
即
身
成
仏
義
』
に
は
前
述
の
解

釈
が
説
か
れ
、
そ
れ
を
安
然
が
用
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

四
、
ま
と
め

　

以
上
の
如
く
、
安
然
は
、
空
海
撰
述
と
見
做
さ
れ
て
き
た
正
本
・
異
本
『
即
身
義
』
並
び
に
『
四
種
曼
荼
羅
義
』
を
、
自
身
の
教

学
形
成
に
お
い
て
重
要
視
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
安
然
の
引
用
を
見
る
限
り
、
正
本
『
即
身
義
』・
異
本
『
即
身
義
』
二

の
他
に
、
現
存
し
な
い
『
即
身
成
仏
義
』
を
用
い
る
の
で
あ
り
、
更
に
『
四
種
曼
荼
羅
義
』
の
思
想
が
含
ま
れ
る
『
即
身
成
仏
義
』

も
使
用
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る（
（（
（

。

　

ま
た
、
安
然
の
『
即
身
成
仏
義
』・『
四
種
曼
荼
羅
義
』
の
引
用
態
度
を
検
討
す
る
に
、
安
然
は
数
種
類
の
『
即
身
成
仏
義
』
を
引

用
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ら
を
区
別
し
て
い
な
い
。
こ
の
態
度
は
、
例
え
ば
正
智
院
道
範
（
一
一
七
八
～
一
二
五
二
）
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が
異
本
『
即
身
義
』
を
引
く
場
合
に
は
「
一
本
即
身
義
」
と
し
、
中
性
院
頼
瑜
（
一
二
二
六
～
一
三
〇
四
）
の
場
合
は
「
別
本
」
と

す
る
よ
う
に
、
正
本
『
即
身
義
』
と
異
本
『
即
身
義
』
と
を
区
別
し
て
表
記
す
る
こ
と
と
明
ら
か
に
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
加
え
て
、『
八
家
秘
録
』
巻
上
に
お
け
る
記
述
、
す
な
わ
ち
『
八
家
秘
禄
』
が
、
通
常
は
一
著
作
一
行
で
表
記
さ
れ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、『
即
身
成
仏
義
』・『
四
種
曼
荼
羅
義
』・『
文
字
実
相
義
（
声
字
実
相
義
）』
の
三
著
に
関
し
て
は
、「
真
言
宗
即
身

成
仏
義
四
種
曼
荼
羅
義
文
字
実
相
義
一
巻
」
と
一
行
で
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
考
慮
す
る
に
、
安
然
在
世
時
に
は
、
正
本
『
即
身
義
』・

異
本
『
即
身
義
』・『
四
種
曼
荼
羅
義
』
が
そ
れ
ほ
ど
区
別
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る（
（（
（

。
そ
こ
か
ら
時
代
が
下
り
、

済
暹
の
頃
ま
で
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
著
作
が
区
別
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

安
然
は
、
空
海
の
『
十
住
心
論
』
や
『
秘
蔵
宝
鑰
』
に
対
し
て
は
、
例
え
ば
『
教
時
問
答
』
巻
一
に
『
秘
蔵
宝
鑰
』
を
引
い
た
う

え
で
、「
答
、
此
海
和
上
判
二
華
厳
仏
一
為
二
無
明
仏
一
則
有
二
三
失
一
。
一
違
二
金
剛
頂
一
失
、
二
違
二
大
日
経
一
失
、
三
違
二
守
護
経
一
失（
（（
（

。」

と
し
て
空
海
の
教
説
を
批
判
し
て
い
る
。
し
か
し
上
述
し
た
如
く
、『
即
身
成
仏
義
』
や
『
四
種
曼
荼
羅
義
』
の
教
説
か
ら
の
影
響

を
多
分
に
受
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
安
然
は
、
最
澄
（
七
六
七
～
八
二
二
）
が
『
守
護
国
界
章（
（（
（

』
に
て
偽
論
と
判
じ
た
『
釈
摩
訶
衍
論
』
を
、
最
澄
同
様
に
偽
論

と
判
じ
て
い
る（
（（
（

。
し
か
し
、『
教
時
問
答
』
巻
一
に
は
、

龍
樹
摩
訶
衍
論
建
二
立
十
識
一
。
八
識
如
レ
常
、
第
九
一
切
一
心
識
、
第
十
一
心
一
心
識
。
若
約
二
一
切
一
心
識
一
、
則
一
切
衆
生

各
識
・
各
心
。
若
約
二
一
心
一
心
識
一
、
則
一
切
衆
生
一
識
・
一
心
。
若
約
二
染
浄
本
覚
・
染
浄
始
覚
一
、
一
切
諸
仏
各
身
・
各
体
。

若
約
二
清
浄
本
覚
・
清
浄
始
覚
一
、
一
切
諸
仏
一
身
・
一
体（
（（
（

。

と
説
か
れ
、
ま
た
更
に
は
、

起
信
論
中
、
心
真
如
門
本
有
二
平
等
・
差
別
二
義
一
。
心
生
滅
門
則
有
三
八
識
立
二
九
識
一
者
、
取
為
二
九
識
一
。
摩
訶
衍
論
為
レ
顕
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二
其
真
如
門
平
等
・
差
別
義
一
故
、
更
開
為
レ
二
。
名
為
二
一
切
一
心
識
、
一
心
一
心
識
一
。
故
非
二
師
資
違
害
一
、
是
能
釈
二
起
信

論（
（（
（

一
。

と
も
説
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
安
然
は
『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
十
識
説
を
高
く
評
価
し
て
い
る
の
で
あ
る（
（（
（

。

　

日
本
に
お
い
て
安
然
以
前
に
『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
教
説
を
高
く
評
価
し
、
自
身
の
著
作
に
用
い
た
の
は
空
海
な
の
で
あ
り（
（（
（

、
安
然

が
空
海
教
学
を
批
判
し
つ
つ
も
、
そ
れ
以
上
に
空
海
や
空
海
撰
述
と
見
做
さ
れ
て
い
た
著
作
か
ら
の
影
響
を
、
最
澄
や
円
仁
と
い
っ

た
祖
師
の
教
説
同
様
に
、
多
分
に
受
け
た
学
匠
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
空
海　

即
身
成
仏
義　

四
種
曼
荼
羅
義　

安
然

註（
１
）『
八
家
秘
禄
』
巻
上
（
大
正
五
五
・
一
一
一
六
頁
中
）

（
２
）
例
え
ば
、
真
保
龍
敞
「
四
種
曼
荼
羅
義
の
成
立
に
つ
い
て
」（『
印
仏

研
』
一
九
―
一
）
で
は
、『
四
種
曼
荼
羅
義
』
を
「
空
海
口
説
・
真

済
記
」
と
し
て
い
る
。

（
３
）『
教
時
問
答
』
巻
二
（
大
正
七
五
・
四
〇
〇
頁
下
）

（
４
）『
即
身
成
仏
義
』
の
撰
者
問
題
に
関
し
て
は
、
大
久
保
良
峻
「
安
然

に
よ
る
空
海
撰
『
即
身
成
仏
義
』
の
受
容
」（『
台
密
教
学
の
研
究
』

所
収
・
三
〇
二
～
三
一
三
頁
・
法
蔵
館
・
二
〇
〇
四
）
等
、
参
照
。

（
５
）
正
本
『
即
身
義
』（
弘
全
一
・
五
〇
六
～
六
二
〇
頁
）

（
６
）
異
本
『
即
身
義
』
一
（
弘
全
四
・
一
～
九
頁
）

（
７
）
異
本
『
即
身
義
』
二
（
弘
全
四
・
一
〇
～
一
五
頁
）

（
８
）
異
本
『
即
身
義
』
三
（
弘
全
四
・
一
六
～
三
六
頁
）

（
９
）
異
本
『
即
身
義
』
四
（
弘
全
四
・
三
七
～
五
六
頁
）

（
10
）
異
本
『
即
身
義
』
五
（
弘
全
四
・
五
七
～
七
七
頁
）

（
11
）
異
本
『
即
身
義
』
六
（
弘
全
四
・
七
八
～
八
七
頁
）

（
12
）『
異
本
即
身
成
仏
義
』（
日
蔵
八
三
・
五
〇
～
五
八
頁
）

（
13
）『
四
曼
義
』（
弘
全
四
・
二
五
〇
～
二
五
八
頁
）

（
14
）『
四
曼
義
口
決
』（
弘
全
四
・
二
五
九
～
二
七
一
頁
）

（
15
）
真
保
前
掲
論
文
参
照
。

（
16
）『
弘
法
大
師
御
作
書
目
録
』（
弘
全
五
・
六
七
四
頁
）

（
17
）『
大
遍
照
金
剛
御
作
書
目
録
』（
興
全
下
・
一
四
五
四
頁
）
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（
18
）『
教
時
問
答
』
巻
四
（
大
正
七
五
・
四
三
七
頁
中
～
下
）

（
19
）
四
種
曼
荼
各
不
離
者
、
大
日
経
説
、
一
切
如
来
有
二
三
種
秘
密
身
一
。

謂
字
・
印
・
形
像
。
字
者
法
曼
荼
羅
。
印
謂
種
種
標
幟
、
即
三
昧
耶

曼
荼
羅
。
形
者
相
好
具
足
身
、
即
大
曼
荼
羅
。
此
三
種
身
各
具
二
威

儀
事
業
一
。
是
名
二
羯
磨
曼
荼
羅
一
。
是
四
種
曼
荼
羅
。
若
依
二
金
剛

頂
経
説
一
、
四
種
曼
荼
羅
者
、
一
大
曼
荼
羅
。
謂
一
一
仏
菩
薩
相
好
身
。

又
綵
二
画
其
形
像
一
名
二
大
曼
荼
羅
一
。
又
以
二
五
相
一
成
二
本
尊
瑜
伽
一
。

又
名
二
大
智
印
一
。
二
三
昧
耶
曼
荼
羅
。
即
所
レ
持
標
幟
刀
剣
・
輪
宝
・

金
剛
・
蓮
華
等
類
是
也
。
若
画
二
其
像
一
亦
是
也
。
又
以
二
二
手
一
和

合
金
剛
縛
発
生
成
レ
印
亦
名
二
三
昧
耶
智
印
一
。
三
法
曼
荼
羅
。
本
尊

種
子
真
言
。
若
其
種
子
字
各
書
二
本
位
一
是
。
又
法
身
三
摩
地
及
一

切
契
経
文
義
等
皆
是
。
亦
名
二
法
智
印
一
。
四
羯
磨
曼
荼
羅
。
即
諸

仏
菩
薩
等
種
種
威
儀
事
業
。
若
鋳
若
捏
等
亦
是
。
亦
名
二
羯
磨
智
印
一
。

�

正
本
『
即
身
義
』（
弘
全
一
・
五
一
二
～
五
一
三
頁
）

（
20
）『
菩
提
心
義
抄
』
巻
一
（
大
正
七
五
・
四
五
二
頁
下
）

（
21
）
榊
嚥
師
瑚
一
字
之
転
、
榊
嚥
名
レ
覚
師
瑚
曰
レ
知
。
故
諸
経
中
所
レ
謂
、

似
大
叔
師
瑚
者
、
古
翻
二
遍
知
一
新
訳
二
等
覚
一
。
覚
知
義
相
渉
故
。

�

正
本
『
即
身
義
』（
弘
全
一
・
五
〇
八
～
五
〇
九
頁
）

（
22
）
尚
、
こ
の
正
本
『
即
身
義
』
の
文
に
つ
い
て
は
、
安
然
が
「
彼
成
仏

義
誤
矣
」
と
し
て
、
空
海
の
「
三
藐
三
冐
地
」
の
解
釈
を
誤
り
で
あ

る
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
安
然
の
主
張
に
つ
い
て
は
、
道
範
（
一

一
七
八
～
一
二
五
二
）
が
『
即
身
成
仏
義
聞
書
』
巻
上
に
お
い
て
、

問
、
榊
嚥
能
覚
者
即
人
也
。
師
瑚
所
覚
即
法
也
。
…
…
（
中
略
）

…
…
安
然
菩
提
心
義
引
二
今
文
一
、
仏
陀
菩
提
是
能
覚
・
所
覚
也
。

而
云
二
一
字
転
覚
知
義
渉
一
者
、
即
身
義
謬
文
取
意
。
仍
所
釈
旁
難

レ
思
如
何
。　

答
、
於
二
梵
語
一
字
一
転
声
有
二
通
別
二
義
一
。

…
…
（
中
略
）
…
…
次
仏
陀
義
簡
別
釈
、
転
声
義
別
釈
也
。
而

安
然
不
レ
知
二
此
通
別
義
一
、
唯
以
二
一
辺
義
一
輒
言
二
大
師
謬
一
。

安
公
貪
道
之
才
、
豈
及
二
大
師
無
窮
之
智
一
耶
。
可
レ
察
レ
之
。

�

『
即
身
成
仏
義
聞
書
』
巻
上
（
続
真
一
七
・
一
五
頁
上
）

と
批
判
す
る
な
ど
、
後
の
東
密
学
匠
に
も
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

（
23
）『
菩
提
心
義
抄
』
巻
一
（
大
正
七
五
・
四
五
九
頁
下
）

（
24
）『
菩
提
心
義
抄
』
巻
二
（
大
正
七
五
・
四
九
一
頁
下
）

（
25
）『
声
字
実
相
義
』（
弘
全
一
・
五
二
五
頁
）

（
26
）
幸
田
宥
吽
・
跡
部
正
紀
「
異
本
即
身
義
解
説
」（『
定
本
弘
法
大
師
全

集
』
巻
三
・
三
七
六
～
三
八
二
頁
）

（
27
）『
教
時
問
答
』
巻
四
（
大
正
七
五
・
四
三
一
頁
下
）

（
28
）
異
本
『
即
身
義
』
二
（
弘
全
四
・
十
二
～
十
三
頁
）

（
29
）『
教
時
問
答
』
巻
三
（
大
正
七
五
・
四
二
〇
頁
上
）

（
30
）『
教
時
問
答
』
巻
三
（
大
正
七
五
・
四
二
〇
頁
中
）

（
31
）『
教
時
問
答
』
巻
三
（
大
正
七
五
・
四
二
〇
頁
中
～
下
）

（
32
）
四
種
曼
荼
羅
相
二
配
於
四
種
法
身
一
不
。
…
（
中
略
）
…
於
レ
此
有
二

三
意
一
。
初
意
、
法
・
大
・
羯
・
三
如
レ
次
自
性
・
受
用
・
変
化
・

等
流
。
次
意
、
大
・
三
・
羯
・
法
如
レ
次
自
・
受
・
変
・
等
。
後
意
、

三
・
法
・
大
・
羯
如
レ
次
自
・
受
・
変
・
等
。
…
（
中
略
）
…
自
性

身
即
法
身
故
、
法
曼
荼
羅
為
二
自
性
身
一
。
大
曼
荼
羅
有
二
自
受
用
・

他
受
用
二
義
一
故
、
名
二
受
用
身
一
。
羯
磨
曼
荼
羅
是
業
用
義
故
、
曰
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二
変
化
身
一
。
三
昧
耶
曼
荼
羅
平
等
流
類
義
故
、
名
二
等
流
身
一
。
…
（
中

略
）
…
大
曼
荼
羅
亦
名
二
法
身
一
。
此
之
法
身
即
自
性
身
故
、
名
二
自

性
身
一
。
三
昧
耶
曼
荼
羅
是
大
曼
荼
羅
之
所
受
用
故
、
名
二
受
用
身
一
。

事
業
威
儀
曼
荼
羅
是
業
用
即
変
化
故
、
名
二
変
化
身
一
。
法
曼
荼
羅

是
有
二
平
等
流
出
義
一
故
、
名
二
等
流
身
一
。
…
（
中
略
）
…
三
昧
耶

曼
荼
羅
是
法
界
体
性
故
、
名
二
自
性
身
一
。
法
曼
荼
羅
是
大
曼
荼
羅

身
之
所
受
用
法
故
、
名
二
受
用
身
一
。
大
曼
荼
羅
是
私
義
五
大
色
所
変
故
、

名
二
変
化
身
一
。
羯
磨
曼
荼
羅
是
業
用
即
等
流
故
、
名
二
等
流
身
一
。

�

『
四
曼
義
口
決
』（
弘
全
四
・
二
六
五
～
二
六
六
頁
）

（
33
）『
教
時
問
答
』
巻
四
（
大
正
七
五
・
四
三
七
頁
下
～
四
三
八
頁
中
）

（
34
）『
四
曼
義
口
決
』（
弘
全
四
・
二
五
九
～
二
六
二
頁
）

（
35
）『
四
曼
義
口
決
』（
弘
全
四
二
六
二
～
二
六
三
頁
）

（
36
）『
四
曼
義
口
決
』（
弘
全
四
・
二
六
三
～
二
六
四
頁
）

（
37
）『
四
曼
義
口
決
』（
弘
全
四
・
二
六
五
～
二
六
六
頁
）

（
38
）『
四
曼
義
口
決
』（
弘
全
四
・
二
六
六
～
二
六
七
頁
）

（
39
）『
四
曼
義
口
決
』（
弘
全
四
・
二
六
八
頁
）

（
40
）『
菩
提
心
義
抄
』
巻
二
（
大
正
七
五
・
四
七
四
頁
上
～
中
）

（
41
）『
金
剛
界
大
法
対
受
記
』
巻
八
（
大
正
七
五
・
一
九
八
頁
上
）

（
42
）『
教
時
問
答
』
巻
一
（
大
正
七
五
・
三
八
六
頁
上
）

（
43
）『
菩
提
心
義
抄
』
巻
一
（
大
正
七
五
・
四
七
二
頁
上
～
中
）

（
44
）
こ
の
現
存
し
て
い
な
い
『
即
身
成
仏
義
』
と
、『
四
種
曼
荼
羅
義
』

の
思
想
が
含
ま
れ
る
『
即
身
成
仏
義
』
と
が
同
じ
も
の
な
の
か
、
そ

れ
と
も
別
の
も
の
な
の
か
、
こ
の
判
断
を
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
45
）
更
に
言
う
な
ら
ば
、
安
然
が
所
持
し
て
い
た
の
は
、
正
本
・
異
本
『
即

身
義
』・『
四
種
曼
荼
羅
義
』・『
声
字
実
相
義
（
文
字
実
相
義
）』
が

ま
と
め
ら
れ
た
形
、
つ
ま
り
、
外
題
に
「
真
言
宗
即
身
成
仏
義
四
種

曼
荼
羅
義
文
字
実
相
義
一
巻
」
と
記
さ
れ
た
、
空
海
撰
述
集
的
な
も

の
で
あ
っ
た
と
も
推
測
で
き
る
の
で
あ
る
。

（
46
）『
教
時
問
答
』
巻
一
（
大
正
七
五
・
三
九
二
頁
中
）

（
47
）『
守
護
国
界
章
』
巻
上
之
中
（
大
正
七
四
・
一
六
二
頁
中
）。
詳
細
に

つ
い
て
は
註
51
参
照
。

（
48
）『
教
時
問
答
』
巻
一
（
大
正
七
五
・
三
九
〇
頁
中
）

（
49
）『
教
時
問
答
』
巻
一
（
大
正
七
五
・
三
七
四
頁
下
）

（
50
）『
教
時
問
答
』
巻
一
（
大
正
七
五
・
三
七
五
頁
上
～
中
）

（
51
）
安
然
と
『
釈
摩
訶
衍
論
』
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、
武
覚
超
「
日

本
天
台
に
お
け
る
『
釋
摩
訶
衍
論
』
の
受
容
に
つ
い
て
―
五
大
院
安

然
を
中
心
に
―
」（『
天
台
学
報
』
二
六
）
等
、
参
照
。

（
52
）『
釈
摩
訶
衍
論
』
を
空
海
と
同
時
代
に
用
い
た
学
匠
と
し
て
、
徳
一

が
挙
げ
ら
れ
る
。
徳
一
は
、
現
存
し
て
い
な
い
『
中
辺
義
鏡
』
に
て

『
釈
摩
訶
衍
論
』
を
用
い
、
そ
れ
を
最
澄
は
、『
守
護
国
界
章
』
巻
上

之
中
に
て
、

麁
食
者
曰
、
又
釈
摩
訶
衍
論
云
、
伏
二
闡
提
不
信
障
一
得
二
十
信

位
一
。
伏
二
外
道
著
我
障
一
得
二
十
住
位
一
。
伏
二
声
聞
畏
苦
障
一

得
二
十
行
位
一
。
伏
二
縁
覚
捨
心
障
一
得
二
十
迴
向
位
一
。
断
二
異

生
性
障
等
十
障
一
得
二
十
地
一
。
準
二
此
等
文
一
明
知
。
地
前
四
十

心
位
、
猶
是
凡
夫
、
猶
是
退
位
。
於
二
六
塵
境
一
顛
倒
忘
念
。

何
名
二
聖
位
一
。
若
是
蔵
通
別
菩
薩
非
二
円
教
一
者
、
不
レ
尓
。
彼

所
レ
立
四
教
、
不
二
極
成
一
故
。　

彈
曰
、
汝
引
二
釈
摩
訶
衍
論
一
。
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不
レ
足
レ
為
二
誠
証
一
。
何
者
、
翻
訳
不
二
分
明
一
故
。
隋
唐
諸
目
録
、

不
レ
載
二
見
録
一
故
。
其
真
言
字
、
不
レ
相
二
似
梵
字
一
故
。
其
義

理
相
二
違
本
論
一
故
。
姚
興
在
レ
秦
、
真
諦
在
レ
梁
。
秦
代
筏
提
訳
、

已
同
二
梁
家
論
一
。
若
正
義
論
者
、
従
レ
秦
以
降
至
二
唐
開
元
一
、

目
録
不
レ
載
、
疏
師
不
レ
引
。
是
以
不
レ
足
二
帰
信
一
。
此
論
者
、

大
安
寺
戒
明
法
師
、
去
天
応
年
中
自
レ
唐
将
来
。
尾
張
大
僧
都
、

為
レ
伝
検
勘
日
、
已
勘
成
二
偽
論
一
。
汝
何
以
二
疑
論
一
輒
遮
二
華

厳
住
一
。
此
亦
一
愚
失
耳
。

�

『
守
護
国
界
章
』
巻
上
之
中
（
大
正
七
四
・
一
六
二
頁
中
）

と
引
用
し
た
う
え
で
、『
釈
摩
訶
衍
論
』
を
用
い
て
天
台
を
批
判
す

る
徳
一
の
主
張
を
退
け
て
い
る
。

　

尚
、
徳
一
撰
『
真
言
宗
未
決
文
』「
即
身
成
仏
の
疑
」（
大
正
七
七
・

八
六
三
頁
下
）
に
も
『
釈
摩
訶
衍
論
』
が
引
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

は
『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
引
か
れ
る
『
大
乗
起
信
論
』
の
文
で
あ
り
、

ま
た
こ
の
『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
引
用
は
、
徳
一
以
降
に
何
者
か
が
加

筆
し
た
と
い
う
論
考
も
あ
る
の
で
あ
り
、
問
題
を
存
し
て
い
る
。




